
歯周治療を難しく考え過ぎていませんか？患者さんも中々思うようにメインテナンスがで
きずくじけていませんか？外科処置だけに頼らず術者にも患者にも負担が少なく、かつ
歯科衛生士の役割を再認識し患者のモチベーションが持続する低侵襲の歯周治療の
引き出しを増やしてみたいと思いませんか？

日常臨床で日々遭遇する歯周治療、その病態や病状は様々であるため、その治療は術式を含めて難しいと考えて
いる方は多いのではないでしょうか。歯周病は感染症ですが、全身感染症と比較すれば小さな慢性炎症と言うことが
出来ます。ただし、いったん発症したこの小さな慢性炎症は完治することがありません。歯周治療のポイントは「この
小さな慢性炎症をいかにコントロールするか」です。そこで今回はこのシンプルなコンセプトに基づいた「術者にも患
者にも負担が少ない低侵襲で効果的な歯周治療」の実践について臨床例を中心にその勘所をお話させて頂きます。
先生と実際に予防に関わるコデンタルスタッフでのご参加をお待ちしております。

2020年10月25日(日)
10：00～12：00

50名

※お申し込みは、先着順とさせて頂きますので定員となり次第、締め切らせていただきます。
※ご入金をもちまして正式お申し込みとさせていただきます。なお、ご入金後の返金には応じかねますのであ
らかじめご了承ください。

【略歴】
モンゴル国立健康科学大学 客員准教授

愛知学院大学歯学部保存修復学講座 非常勤講師

名古屋ユマニテク歯科衛生専門学校 非常勤講師

東海歯科医療専門学校 非常勤講師

医療法人ジニア ぱんだ歯科 理事長（愛知県）

【所属学会】
日本レーザー歯学会会員(専門医・指導医)

日本歯科審美学会会員(認定医)

IADFE (Fellow)

Academy of Operative Dentistry

日本臨床歯周病学会

日本歯周病学会

◆歯周治療の歴史
－時代ごとに変わる歯周病の病因論と対処法の変遷
－最新の歯周病の原因に関する考え方
－新しい歯周病の分類

◆ レーザーを使った低侵襲で安全な歯周治療
－術式が簡単であるのは悪い事だろうか
－フラップレスでもポケット内で何が起こっているのかが見える時代に
－歯周ポケット内ファイバースコープを用いたフラップレス治療
－レーザーの縁下歯石の除去への活用
－レーザーを用いたリグロス併用再生療法のメリットとは
－根面被覆術への活用

◆ メインテナンス成功の秘訣
－メインテナンスの捉え方と意義
－歯科衛生士の役割
－限られた時間で効果的に行う秘訣

＜主催＞インサイシブ ジャパン株式会社＜協賛＞ササキ株式会社首都圏・神奈川ブロック ＜お問合せ先＞インサイシブ ジャパン株式会社 TEL:03-6715-6133

☆下記お申し込み用紙に必要事項をご記入の上、

営業担当者にお渡しいただくかＦＡＸにてお申し込み下さい。

*弊社では本研修会の参加お申込により取得した個人情報を厳重に管理し､予めご本人の同意を得る事無く第三者への開示･提供する事は致しません。

須崎 明先生（歯学博士）

03-6715-6137

2020年10月25日須崎 明先生レーザーペリオコース参加お申込書

お名前 貴医院名

ご住所

TEL FAX

ﾌﾘｶﾞﾅ ﾌﾘｶﾞﾅ

歯周病の基本を踏まえて考える
レーザーを使った新しい歯周病治療の可能性

医療機器承認番号 21700BZY00507000

内容

治療から管理・予防へとチームで取り組む歯周治療サクセスへの極意

※受講料は税込みです。

WEBセミナー
• ※事前にZOOMアプリのダウンロードをお願い致します

dental-laser@incisive.jp

歯科医師 3,500円

コデンタルスタッフ 1,500円


